
頁 該当箇所 誤 正

29 Q043　設問 コンパウンドAについて誤っているのはどれか。 コンパウンドAについて誤っているのはどれか。2つ選べ。

Q043　解答 a a・c

73 Q113　設問 ケタミンの作用について誤っているのはどれか。 ケタミンの作用について誤っているのはどれか。2つ選べ。

74 Q113　解答 b ｂ・c

74 Q115　設問 ケタミンについて誤っているのはどれか。 ケタミンについて誤っているのはどれか。2つ選べ。

75 Q115　解答 a a・c

84 Q128　設問 舌咽神経について正しいのはどれか。 舌咽神経について正しいのはどれか。2つ選べ。

Q128　解答 e c・e

101 Q149　選択肢a シナプス間隙（synaptic cleft）の幅は約50μmである。 シナプス間隙（synaptic cleft）の幅は約50nmである。

Q149　解説 シナプス間隙の幅は約50μmである。 シナプス間隙の幅は約50nmである。

268 Q366　図21・6

Q366　表21・3

380 Q503　設問
小児の神経筋接合部および神経筋モニタリングについて

正しいのはどれか。2つ選べ。

小児の神経筋接合部および神経筋モニタリングについて正しい

のはどれか。3つ選べ。

381 Q503　解答 d・e c・d・e

381 Q503　解説
胎児型では2つのαとβ1、δ、εという5つのサブユニッ

トからなる。

胎児型では2つのαとβ1、δ、γという5つのサブユニットから

なる。
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